







その他のタイトル A Text Structure of a Leading Article :












るという。   
本稿では，語彙的手段による結束性を取り上げ，社説を資料としてそれが話  
題のまとまりと展開にどのように関与するのか，社説の構造を解明する上でど  
のような手がかりを与えるのか，検討してみたいと思う。   
2．社説の主題文判定調査  
まず，課題の考察に入る前に，分析の対象とする社説に付いて，」一般の読者  








社説「仏独友好にみる先見性」（朝日新聞1993年1月25日付）   
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（む 政治はしばしば可能性の芸術だといわれる。  
② しかしながら，それは現実を乗り越える先見性と構想力を兼ね備えたもの   
でなければならない。  
③ 調印から三十年を迎えたフランスとドイツの友好協力条約は，この意味で，   
政治のあるべき姿を示しているのではあるまいか。  
④ ミッテラン仏大統領は，その手記のなかで，祖父母はナポレオン三世のフ   
ランスがドイツに敗れた一八七○年の普仏戦争を思い出すたびに痛恨の念に   
かられた，と書いている。  
⑤ 祖父母はこの屈辱を忘れないために，普仏戦争を措いたビクトル・ユゴー   
の詩「恐るぺき年」を毎夜のように暗唱していた，というのである。  
（参 百年の間に三度も戦争をしたドイツに対してフランス人はかつて，これほ   
ど強い敵意をいだいていた。  
⑦ だが，それも過去のものとなった。  
⑧ 世論調査によると，フランス人の若者の半数は同じ年ごろのドイツ人に親   
近感を持っている。  
⑨ しかも，親近感をいだく者の割合は，親の世代をかなり上回る。  
⑩ もはや，両国の戦いは余程のことがない限り考えられないといえる。  
⑪ この変化はしかし決して自然発生的なものではない。  
⑫ フランスに近いライン地方に生まれた第二次大戦直後の西ドイツ首相アデ   
ナウアーはかねて，欧州に平和をもたらすためにフランスとの友好が必要と   
考えていた。  
⑬ そして一九五○年に独仏同盟と，それを土台にした欧州統一を唱えた。  
⑭ フランスにも当時，欧州論者であるシューマン外相がおり，お互いの不信   
をなくすため，軍備に欠かせない石炭と鉄鋼の生産を共同管理する欧州石炭   
鉄鋼共同体をつくった。  
⑮ それはやがて，今日の欧州共同体（EC）へと発展する。  
⑯ 他方，独仏二国の協力は，一九六三年一月にドゴール仏大統領とアデナウ   
アー首相が調印した友好協力条約となって実を結んだ。  
⑰ もちろん東西冷戦という状況が西ドイツとフランスとに同盟を促したこと   
は否めない。  
⑱ アデナウアー氏が強い反共主義者で，フランスの対ソ接近を警戒していた   
ことはよく知られている。  
⑩ しかし，こうした条件があったにせよ，独仏同盟が今日までの西欧の安定   
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をもたらした英知であったことに疑いの余地はあるまい。  
⑳ 条約を実りあるものにするため両国が営々として努力を積み重ねてきたこ   
とも忘れてはならない。  
⑳ 青少年の交流は年間十五万人を超える。  
⑳ 姉妹都市関係は千五百件にのぽり地道な協力を続けている。  
⑳ シュミット西独首相とジスカールデスタン仏大統領，コール独首相とミッ   
テラン仏大統領といった左右のねじれがあっても，両国の指導者が友好に意   
を用いてきたことも特筆に値する。  
㊧ いま欧州では再び先行きについて悲観論が広がりつつある。  
⑳ 東欧やソ連の共産主義の崩壊は欧州に混乱をもたらした。  
⑳ 抑圧がなくなった地域では民族主義が燃え上がり，醜い争いが広がってい   
る。  
⑳ 出国の自由化によって貧しい東から西へ押し寄せた難民は，潜在的な国際   
対立の要因となっている。  
⑳ ドイツは統山されたが，ひとまわり大きくなった隣国にフランスでは警戒   
心も出てきた。  
⑳ いわば過度期の困難が噴き出してい去のである。  
⑳ つまり，これらの遠心的傾向はむしろ一時的なものであって，多様性を保   
ちつつ統合へと向かう世界の大きな潮流は，変わるものではあるまい。  






（男女学生）である。調査は1993年に実施した。   





ける文は，上位5位までを高い順に上げると，⑳文（21％），⑳文（20％），②   
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文   判定者数（％）   
①   38（11％）   
②   51（15％）   
36（10％）   
⑪   5（ 1％）   
⑬   22（ 6％）   
⑳   14（ 4％）   
㊧   7（ 2％）   
⑳   9（ 3％）   
⑳   72（21％）   
⑪   69（20％）   
他   23（ 7％）   
計   346（100％）   
構造類型  被験者数（％）   
頭  括  式  35（26％）   
尾  括  式  45（33％）   
双  括  式  25（18％）   
中  括  式   7（5％）   
冒頭一中一結尾  11（8％）   
そ  の  他  14（10％）   
合  計   137（100％）   
類型  文の組合わせ   人数   ①＋②＋⑳   2   
①   7  ①十（卦＋⑪   
頭  双  ①十②十⑳十⑪   4  
括  
①～（卦   4  ①＋⑦十（劃十⑳＋⑪  3  
②   7  ①＋③＋③＋⑳   
式  ②十③   3  ②十⑳   
③   3  括  
⑳   ②＋⑪   3  
尾  ②十（勤＋⑳＋⑪   
括  17  式  
式  16  ③十⑳十⑳   3  
㊧   10  ③＋⑪   4  
















理することにした。   
双括武一冒頭部と結尾部にある文を主題文と判定したもの。   
中括式一中間部にある文（⑲文⑳文のうち1文又は2文）を主題文と判定し  
たもの。   
散括式一目頭部と中間部と結尾部にある文を主題文と判定したもの。   
その・他上記5つの類型のいずれにも該当しないもの。  
以上の6種の分類について，被験者の内訳を整理したのがく表2〉である。   








合わせとしては，尾括式の3個所と頭括式の1個所に集中している点が注意さ   
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れる。つまり主題文は，尾括式であれば，⑳文（17名），⑳文＋⑪文（16名），  
㊧文（10名）のいずれか，頭括式であれば，①文十②文（11名）ということに  











語形式に基づく客観的な判断が求められるのである。   
そこで本稿では，以上のような調査結果に対し客観的な辛がかりとなる言語  
形式ヒして，語句の反復表現をとりあげ，社説の構造を解明してみたいと考え  














に基づいて関連している場合（類義語，上位語・下位語）と，意味の「近接性」   




に属するものとなっている。   
この池上嘉彦の扱う範囲は，R．ハツサン（1991）が「語彙的結束の仕組み」  
の「一般的な性質のもの」として提示する「1．繰り返し 2．同義語 3．  
対義語 4．上位一下位関係語」の扱う範囲と近いものがあるが，しかしハツ  
サンは対義語を含める一方で，近接性にまでは言及していないなど，相違点も  























た，主題文と関わりの深い語句を想定していることが考えられる。   
林四郎（1987）は「文の承接に伴う語の意味の展開」で，語相互の形式的，   






Ⅰ ことばの上での関係   
A AB両語が語の形式においてつながりがある。   





ⅠⅠ ことばが表す物や事の世界での関係   
A 物に即した関係   
1物の全体（A）と部分（B）  
2物（A）ヒ存在場所（B）  
3行動の主体（A）と行動場面（B）   
B 抽象的事柄における関係   
1ある状態（A）から移行しやすい次の状態（B）  
2ある行動（A）がひき起こす当然の反応行動（B）   
C 論理的認識を介して結ばれる関係   
1主体（A）とその属性（B）  
2物（A）とその行動に必要な要素 くB）  
3組織上の上下関係（A，B）  
4目的を介して結ばれる対象（A）と手段（B）  
このうち「1B4 AB相互のレベル変換」は，語と句（文）が互いにレベル  
変換をすると，同一対象を指すようになる場合で，ここだけは語以上のレベル  
が対象になっている。また「ⅠⅠ ことばが表す物や事の世界での関係」は，池  
上義彦の「意味の『近接性山に通じるもので，それを拡大解釈し，例文にお  
いて認められる現象を分類整理したとも解せる。  
以上，検討してきた文献を参考に，本稿では基本的に語句を対象として，次   













があると思う。そのためどんなに長くても複合語は叫単位とすることにした。   
ヰ．反復語句の観察の手順  
3で提示した基準をもとに，次のような手順で語句の反復を観察することに  











チェック漏れのないよう全体を見渡して点検する必要が出てくる。   
このように反復語句の書き込み作業を進めると，話題の展開と共に横に広が  
る語句の反復図〔「反復図0」とする）が出来上がる。これは，反復語句を初   









1政治関係  2仏独関係  3フランス関係  4ドイツ関係   
5西欧関係  6東欧・共産圏関係  7年代  
また，このうちの1から4までは，さらに下位項目を立てた。  
1政治関係「政治」「政治の属性」   
2独仏関係T「友好面」「敵対面」   
3フランス関係－「国名」「国民」「指導者」「国民感情」   
4ドイツ関係「国名」「国民」「指導者」   
5．壮言削こみる反復の様相  
さて，この［反復図1］によって，社説の話題がどのように展開していくか，  













とで，①文と②文に対し距離を置いたものとなっている。   
文  政 治 聞 古系  仏  独  関  怖  フ ーテ ン ス 関 係  
ドイツ関係 国名・四民・指導者  西 欧 関 係  東欧・ 井底倒閣情  j「 代    政浪  政治の属性  よ  好  ■卸  敵対卸  国名・四民・指導者  国民感情   
①  
②  
⑨   友好脱力条約  フランス  ドイツ  調E］から二十咋   
め  社t父母 Ⅳl仏大靴p  一八七0年   
■フランス ㌔「世  
⑤  椚父母  この屈辱  「恐るペき年  
⑥  フランス人  銭し〕敵志  I■F年の聞  
斡  過去の鳥成   
㊨  フランス人の若者  同じ年ごろ♂）ド・イツ人  




甲  友好  フランス  ライン地方西ドイツ首相A  窮「次夫靴店後  
姐  挫仏同盟  耽Jl・俄  一九コiO叶  
⑭  フランス S外寺  欧州論者  
欧州石炭鉄蹄共同体  
⑮  欧州共l司体圧い  今∪  
鯉  独仏＝四の鯨ノj  1〕仏人緋p  A肖’相  一九六二叶  
友好協力条約  
a?, 同盟  フランス  西ドイツ  如珊瑚  
⑱  フランス  A氏  反共千乗二苫  
対ソ接近  
⑬  独仏同阻  西欧安定  今R法で   
⑳  集約努力い‖司  
離  市少年の交流  
暫  離妹都市ぎ掛菜協力  
⑳  友好 両円の  J仏大層軒γ  S西独苫仰  
指導者          K仏大続         K独首相   
⑳  欧州悲観論  し1ま  
⑮  欧州社宅萬L  
共売主義の崩壊  
⑳  民族‾仁義  
醜い争い  
餌  西 洋民  
国際村立   
⑳  フランス  ドイツ 隣国  
???
????????????????????????ー?

































戦争」関係の話題として，大きくまとめることができる。そしてこの（彰文から   

































に至るまで，類義的関係の語句による反復表現を繰り返し，政治的レベルでの   

































つまり，次のように，④文から⑳文に至る話題の流れを捉えることが出来るの   





























し始めていることをうかがわせる。   
このように㊧文から⑳文までは，「いま」という時代に視点が移され，そこ  
に生じる新たな話題として，「共産主義の崩壊」「民族主義」「国際対立」など  
と，「隣国ドイツ」に対する「警戒心」との2つが捏示されている。   
⑳文では，先行文からの反復は認められない。「過度期の困難」という新出  
の語句が登場し，話題の転換が図られている。ちなみにここは，同列型の接続   





る。つまり，「共産主義の崩壊によってもたらされた新たな国際対立」や 「ひ  
とまわり大きくなった隣国ドイツへの警戒心」など，「いま」の不安な情勢を  
題目として立て，「その情勢というのは」，「過度期の困難が噴き出しているの  
である。」と筆者は判断している，と考えることが出来る。   
ともあれ，この⑳文の「過度期の困難」と続く⑳文の「遠JL、的傾向」を類義  
的関係にあるとみて，これらと㊧「悲観論」から⑳「国際対立」までの語句と  












し，反復を繰り返していると，見ることもできる。   
また，⑳文に初出の「先取り」は，②文の「先見性」と類義的関係にあると，  






述の内容を取り込み，話題を完結させる働きをしているためと考えられる。   
なお補足であるが，（∋文に初出する「フランス」「ドイツ」は，後続文では  
同語反復を繰り返しながら，あるいは「独仏同盟」「普仏戦争」などと表記を   












ことが明かである。   


















えることは難しい。しかも⑳文のこの個所は，「過度期の困難」や「遠心的傾   
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